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鐘撞堂（かねつきどう）山と聞いて、変わ

った名前だと思いませんか。この名前の由来

は、戦国時代、頂上に連絡や合図に使用した

鐘撞堂があったからだといわれています。 

山の高さは 330. 2 mあり、頂上から四方が

よく見わたせ、特に南側を西から東へ流れる

荒川は最高です。 

(2ー 
東武東上線、八高線、秩父線の寄居駅下車。 

北口から出て、国道 140 号線をわたり、大

正池に向かいます。 

大正池でひと休みし、カイッブリ・キセキ

レイ・セグロセキレイ・カワセミをさがして

みましょう。 

右に大正池をすぎて、鐘撞堂山へと登って

行きます。山道では、季節ごとの山野の小鳥  

たちを楽しみながら登ります。 

間もなくT字路になって、右・鐘撞堂山、 

左・円良田湖（つぶらたこ）の道標があり、 

頂上をめざします。頂上手前に 100 段の石段

があります。試しに数えてみたらいかがでし

ょうか。頂上では、ワシ・タカ類の飛ぶ姿を

眼下に見る（特に渡りの時期）ことができま

す。また、このコースは、ふるさと歩道にも

指定されています。 

(3）見～ hー一つ種’ 
表は、今までの探鳥会の記録とワシ・タカ

調査の記録より集計したものです。 

年間を通して見られる種類も多く、特に春

から初夏にかけてのサシバ・キビタキ・ヤブ

サメ・センダイムシクィ等と、秋から冬にか

けてのタカの渡り・カラ類の混群が楽しみで

す。 

表 見られる鳥の種類 

’ 	 季節 春 夏 秋 冬 
カ 	イ 	ッ 	ブ 	リ 0 0 0 0 
ゴ 	イ 	サ 	ギ 0 0 0 0 
コ 	サ 	ギ 0 0 0 0 
マ 	ガ 	モ 0 0 0 
カ 	ル 	ガ 	モ 0 0 0 0 
ト 	 ビ 0 0 0 
オ 	オ 	タ 	カ 0 0 
ハ 	イ 	タ 	カ 0 0 
ノ 	ス 	リ 0 
サ 	シ 	ノぐ 0 0 
コ 	ジ 	ニエ 	ケ 	イ 0 0 0 0 
キ 0 0 0 0 
キ 	ジ 	バ 	ト 0 0 0 0 
ア マ ッ バ 	メ 0 
カ 0 0 0 0 
ア 	オ 	ゲ 	ラ 0 

カ 	ゲ 	ラ 0 0 
コ 	ゲ 	ラ 0 0 0 
ッ 	ノぐ 	メ 0 0 

ワ 	ッ 	ノぐ 	メ 0 
キ セ 	キ 	レ 	イ 0 0 0 0 

ク セ キ レ イ 0 0 
セ グロ セ キ レ イ 0 0 0 0 
ヒ 	ョ 	ド 	リ 0 0 0 0 
モ 	 ズ 0 0 
ミ 	ソ 	サ 	ザ イ 0 

季節 春 夏 秋 冬 種類 
ノレ 	リ 	ビ 	タ 	キ 0 
ジ ョ ウ ビ タ キ 0 
ッ 	グ 	ミ 0 
ャ 	ブ 	サ 	メ 0 

グ 	イ 	ス 0 0 0 
センダイ 2A シク イ 0 
キ 	ビ 	タ 	キ 0 

ナ 	ガ 0 0 
ヒ 	ノぐ 	リ 0 0 
ヒ 	ガ 	ラ 0 
ャ 	マ 	ガ 	ラ 0 0 0 
シ ジ ュ ウ カ 	ラ 0 0 0 0 
メ 	ジ 	ロ 0 0 0 0 
ホ 	オ 	ジ 	ロ 0 0 0 0 

シ 	ラ 	ダ カ 0 
オ 	ジ 0 0 

カ 	ワ 	ラ 	ヒ 	ワ 0 0 0 0 
カ 	ノレ 0 0 

メ 0 0 
ズ 	メ 0 0 0 0 

lA 	ク 	ド 	リ 0 0 0 0 
カ 	ケ 	ス 0 0 0 

ナ 	ガ 0 0 0 
ハ シボ ソ ガ ラ ス 0 0 0 0 
ハ シ ブ ト ガ ラ ス 0 0 0 0 

種 	数 35 24 34 41 
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（鳳》鳥‘’輿鳶隠 
春から夏にかけては野草の花も楽しみです。 

大正池付近では、スミレ・チゴユリ・ウワミ

ズザクラ・ャブラン・ホソバアオダモが見ら

れます。山道では、キケマソ・ムラサキケマ

ン・ヤブミョウガ等が、頂上付近ではオトコ

ョウゾメ・山ツツジが見られます。 

棚皿脚棚個人的きまま野鳥記 5 皿棚棚廿冊 メ ジ 

林の上をすれすれにオオタカが飛んだ。 

その瞬間林の中は静まり返った。 

静かになって、初めて林の中はたくさんの

小鳥たちの声に満ちていたことを知った。 

しばらくすると、やはり最初に鳴き始めた

のは黙っていられないやかまし屋のヒョドリ、 

ヒーョ、 ヒーョ。用心深くジュクジュク、ツ 

(5》終わりIニ 
帰りは、円良田湖へくだり、秩父線波久礼 

（はぐれ）駅へ、または、円良田湖から寄居

駅がよいでしょう。時間のある方は、、玉淀湖

へ足を伸ばすのもよいでしょう。ヤマセミカg 

います。 

（小測健ニ） 

口 皿川棚脚廿棚棚脚脚川冊川川肌皿棚皿棚川旧廿棚棚棚棚棚棚冊 

ピーとシジュウカラ。 

チー、チーとメジロの細い声も戻ってきた。 

いつも繰り返されている自然の営みのひと

かけらに立ち会えた思いを、ほんのささいな

ひとかけらでも、バードウオッチャーは心に

きざみこむ。 

冬の林の中で出会ったメジロたちは、ク又

ギが傷口から流す樹液を吸いに集まっていた。 

2 ペア・ 4羽のメジロたち、樹液の出る 3 カ

所を争いながら盛んに吸ったり、木の実をつ

いばんだり。 

時にビビビビと鳴く警戒の声はいがいと力

強い。 

動作の機敏な木の精たち。 

木の幹によりかかって自分も木になって、 

バードウオッチャーは飽きず見ている。 

（五条壇武男） 
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1987年11種 
1988年13種 

5 種 6種 3種 唯
  

5 種 8種 5 種 3種 

日本野鳥の会埼玉県支部研究部

去る 9 月15日、秋のシギ・チドリ類県内一

斉調査が行なわれた。当日は、接近中の台風 

18号の影響で、埼玉も全県的に厚い雲に覆わ

れ、ときおり強い雨にみまわれたあいにくの

天気であった。風雨の中、25名もの会員のご

協力をいただき、県内 4 か所において調査が

実施された。概況は別表のとおりである。 

今回の調査では、種数こぞ87年より多かっ

た（'87年11種、'88年13種）ものの、個体数は

少なかった。'88年夏は雨が多く、特に 9 月に

入ってからは毎日のように雨が降り、河川は

増水し、シギ・チドリ類が降りる環境が狭め

られたのも一因である。秋ケ瀬地区ではタシ

ギが昨年より多く、注目される。 

最後に、荒天にもかかわらず調査に参加し

ていただいた会員の皆様には心より御礼申し

上げる。次回の調査は 4 月29日。 

（執筆 榎本秀和） 
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曜川川田谷の、切り通し 1棚脚川棚lII棚棚棚皿I'll'''棚~ 

吉本冨美子（清瀬市） 

今日は鳥の話ではなくて恐縮です。 

鳥を訪ねてあちこち歩きますと、時に強く

印象に残る風景に出会うことがあります。 

川田谷地区の、切り通し‘は、何故か私に

不思議な魅力で迫る風景のーつです。タゲリ 

を見に行かれた時に、皆さんご覧になってい

る、切り通しクですが、改めて私がここだと

指差しても、恐らく一笑に付されることでし

ょう。そこはごくありふれた、どうというこ

とのない小さな、切り通しr ですから。 

夏には、切り通し’の両側から思い切り伸

びた枝葉が、 トンネルのようにかぶさって、 

自転車を引いてェッチラ、オッチラ登って行

く人に、涼しげな黒い験を落しています。冬

に入ると、切り通しIは明るくなって、白い

空と白い坂がつながって、そこだけ空が落ち

込んだように見えます。 

土手の下の小道を何処からともなく自転車 

が枯葦の隙間をキラキラ光らせて走ってきま

す。鞄を持った女学生だったり、ただのおじ

さんだったり。そして何処へともなく視野か

ら消えてゆきます。 そんな風景を遠くからぼ

んやり眺めているのが好きです。 

雪が降り積ったら、切り通しIはどのよう

に変貌するのでしょうか。 

川田谷。川と田んぼの谷、単純明快、殺風

景とも思えるこの地名も、私には素朴で暖か

い響きに聞こえ、魅力のーつとなっています。 

大げさに言わせて頂けるなら、川田谷は、 

私の心の遊べる大事な場所と言えます。 

川白幡沼だより冊脚冊棚獅脚町棚岬棚棚脚棚棚棚棚併 

海老原美夫（浦和市） 

だいぶ寒くなりましたが、お元気ですか。 

今（11月～12月）の白幡沼のスターはカワ

セミでしょうね。 寒い地方のカワセミは、冬

になると水面の凍らない地域に移ります。白

幡沼には、今の季節毎年そういうカワセミカゴ

あらわれます。きれいなメスです。ここ数年

ずっとメスです。 

沼の水面が凍るようになるまで滞在します。 

凍ると、きっともっと暖かいほうまで旅して

いくのでしょうね。姿が見えなくなります。 

そうすると当然あのにぎやかなカィッブリ

もいなくなり、かわって氷の上に並ぶカモた

ちがスターの座をうばいます。多いときは 2 

- 300羽のオナガガモ、コガモ、カルガモ、 

ハシビロガモなどが、冬の陽を浴びて昼寝し

たりパン屑を投げてもらったり。 

還くに行くのがどうもシンドイな、なんて

いうときには、ちょっとおでかけください。 

聞廿廿ケ リ 5 羽 棚潮棚棚脚棚皿町廿旧唯珊訓廿棚開脚棚脚棚 

三田長久（狭山市） 

10月23日、午前10時40分～12時20分。狭山

湖にてケリ 5 羽をみました。湖の中に突き出

した砂地の先端に休んでいたとき、 ドバトに

しては姿勢がいやに立っているのでおかしい

な、と思いましたが、10月 9日の探鳥会の帰

りにケリを見に連れていって頂いた経験がも

のをいい、飛びたったときすぐにケリだとわ

かりました。緑の森と青い湖の上を白と黒の

コントラストもあざやかに、みぐとな編隊飛

行を見せてくれました。 
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力ワウ ◇11月 3 日、行田市下中条の利根川

武蔵大橋上流で1羽（井上幹男）。 011月 

27日、本庄市の阪東大橋下流で50羽。上空

をカギになりサオになり飛んでいた（町田

好ー郎）。 

ゴイサギ ◇12月11日午後 5 時前、浦和市の

常盤公園の人工池で1羽。東の方から来て、 

池の金魚を 1匹とる。10-45分位いて、ま

た東へ去る（江原愛・達弥他 4 名）0 
アオサギ ◇12月 3 日、大宮市見沼町の芝川

で 1羽（浅沼源太郎）。 

ョシガモ ◇11月 4 日、狭山湖で古 1羽（三

田長久）。 く＞11月29日、本庄市の阪東大橋

下流でSl 羽（井上幹男）。 

ホオジロガモ ◇11月26日、狭山湖で早 1羽 

（三田長久）。 

ミコアイサ く＞11月25日、本庄市の阪東大橋

下流で早 1羽（井上幹男）。 o12月 3 日、 

狭山湖で早 1羽（三田長久）0 
カワアイサ ◇11月 8 日、本庄市の阪東大橋

下流で61羽（井上幹男）。 o 12月 3 日、 

狭山湖で 6 早各 1羽。 6 の薄ピンク色が輝

くように見えた（三田長久）。 

オオタ力 011月12日午前11時30分、本庄市

の阪東大橋下流で1羽。阪東大橋下流のカ 

モ約 2 千羽を全て追い立てて東方へと飛び

去る。スゲー奴だグ（町田好一郎）o 12月 

7 日、戸田市道満で1羽（高橋達也）。 

ハイタ力 ◇11月 7 日午前 9 時頃、鴻巣市大

間 1丁目で1羽、人家のテレビアンテナに

しばらくとまる（榎本みち子）。 

ノスリ く＞12月 1日、浦和市の芝川、蔑野新

橋下流右岸の桐の木にカラス 20羽と共に 1 
羽（大武昭雄）。 012月 7 日、戸田市道満

で1羽（高橋達也）。 

ハイイロチュウヒ ◇11月25日、本庄市の阪

東大橋下流で早 1羽（井上幹男）。 く＞12月 

4 日、上里町鳥川で早 2 羽。上尾筒の白が 

くっきり。アシの中でとまる姿も観察でき

た（阪東大橋探鳥会 2 次会組）。 

チョウゲンボウ ◇11月19日、戸田市の戸田  

橋付近の荒川河川敷で 6 早各 1羽。11月30 
日、同所で合 1羽（高橋達也）。 012月 7 
日、戸田市道満で61羽（高橋達也）。 

タマシギ く＞12月 4 日タ方、浦和市大崎の国

昌寺付近の代用水東縁の川べりで61羽。 

木の根の陰に隠れてしまった（金子明弘）。 

タゲリ ◇11月30日、浦和市見沼の芝川右岸

の土手で34羽（大武昭雄）。 くン12月 1日、 

浦和市上野田の田圃で30'-'40羽（大武昭雄）。 

く＞ 12月 3 日、浦和市大原の湿地で 8 羽（浅

沼源太郎）。 012月 7 日、戸田市道満で35 
羽（高橋達也）。 

シロチドリ ◇12月 7 日、戸田市道満で18羽 

（高橋達也）。 

ダイゼン く＞11月10日、本庄市の阪東大橋下

流で1羽（井上幹男）。 

ウズラシギ ◇10月30日、狭山市の入間川、 

豊水橋下流で 1羽（三田長久）。 

ハマシギ ◇11月26日、狭山市の入間川、豊

水橋下流で約 210 羽。この群れ中に左足に

赤黄のリング、右足に白のリングをつけた

個体が 1羽いた。この個体は11月 4 日と 5 
日にも見られた（三田長久）。 o12月 7 日、 

戸田市道満で48羽（高橋達也）。 

キアシシギ く＞12月 7 日、戸田市道満で 3 羽 

（高橋達也）d 
コミミズク ◇12月n日午後 4 時頃、浦和市

秋ケ瀬の東京農大グラウンド上空で1羽。 

カラスと共に飛ぶ。しだいに荒川下流の方

へ飛んで行き、 2 回、水田の畔におりたが

すぐに飛び立って森の彼方へ消える（星崎

杉彦）。 

ヒメアマツバメ ◇11月27日午後 0 時頃、浦

和市白幡沼で 2 羽。 2 羽の内 1羽が飛びな

がら水を飲む。北の方に飛び去る（海老原

美夫）。 

力ワセミ く＞12月 7 日、戸田市道満の釣堀で

早 1羽（高橋達也）。 

ビンズイ く＞12月 3 日、大宮市立南中学校前

の松林で1羽（浅沼源太郎）。 

タヒバリ く＞10月25日、本庄市の阪東大橋付

近で 1羽（井上幹男）。 

力ヤクグリ く＞11月27日、長瀞町の宝登山で 

1羽。 「チリソン、チリリン」 といい声で 

ヒメアマツノベメ 
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鳴いていた。（藤原寛治）。 

ルリビタキ く＞11月27日、長瀞町の宝登山で

早 1羽。 ジョウビタキの 6に追いかけられ

ていた（藤原寛治）。 o12月23日、森林公

園で古 1羽（榎本みち子）。 

アカハラ ◇12月10日、大宮市丸ケ崎町の自

宅庭で1羽（金子真理)o 

アトリ く＞12月11日、長瀞町の宝登山で合 2 

羽早 2 羽（藤原寛治）。 

マヒワ ◇12月11日、長瀞町の宝登山で早 2 

羽（藤原寛治）。 

2月になると郷里の岩手にいた頃におじが

話してくれた黄色い鳥の事を思い出します。 

「オレの小さい頃、うんとしばれた朝は、 

家の庭に黄色い鳥が山からいっぱいやってき

て、それがすごくきれいだった司 

私は、寒々とした雪景色の中、裸の立木に

群がる黄色の小鳥を想像すると何か心暖まる

ような気がしました。また鳥大好き人間の私

にとってその鳥の事が気になって仕方ありま

せんでした。ある年の 2 月、海沿いの林道を

オオワシの姿を求めて歩いていて偶然出会う

ことができました。道端のハンノキの種子を

一所懸命に食べている数羽の群れ。すぐ近く

まで行っても逃げようとしません。マヒワで

した。雄は目のさめるような黄色い鳥でした。 

マヒワは県内でも冬から春にかけて数羽か

ら数十羽の群れで出現しハンノキや杉などの

種子を食べます。平地では春先に現れること

が多いようで、昨年は浦和市秋ケ瀬のピクニ

ックの森で早春に30羽の群れが見られました。 

ただし、体が小さいですし、木の高い所で採

餌していることが多いので、あまり印象に残 

表紙の写真  

ベニマシコ く＞11月10日、本庄市の阪東大橋

付近で早 1羽（井上幹男）。 

ウソ ◇11月27日、長瀞町の宝登山でS2羽

早 2羽。 ホバリングをしながらマユミの実

をとり食べる（藤原寛治）。 

スズメ（部分白化） く＞11月20日、浦和市三

室の芝川付近で頭部が白いまだら模様の個

体 1羽（草間和子）。 

シメ く＞11月 1日、本庄市の阪東大橋付近で 

1羽（井上幹男）。 

（力ット。押川歳子） 

らないかもしれませんが、じっくりと見る機

会があれば、きっと忘れられない鳥のーつに

なると思います。もう 1種類、黄色のきれい

な鳥といえば、ミヤマホオジロがあげられま

す。雄は頭部の黄色と黒のコントラストが美

しい、ダンディーな鳥です。西日本に多い鳥

で県内では数は多くありませんが、各地で少

数の群れが見られます。平地から山地の明る

い林や林縁にすみ、地上で採餌している姿を

よく見かけます。 

他にも、今の時期は、河川敷や野山でアト

リ、ベニマシコ、キクイタダキ、ウソ等きれ

いな鳥に身近な場所で出会える可能性があり

ますので、防寒だけはしっかりとしてバード

ウオッチングして下さい。 

（藤原寛治） 

バードフォトコンテスト入選作 

」
 

,
 

  

モズ （ モズ科） 
朝、犬の散歩で歩いていて、人を恐れない

モズに出会った。 いったん犬を家に繋いでカ

メラを持ち出し、またその林まででかけた。 

ファインダーごしに輝く目の中まで見せてく

れた。近くで畑を耕していた農家の田口さん  

は、このモズは近くの枝にとまって虫が出て

来るのを待ち、土の中から出てきた虫をはお

ってやると、よろこんで食べるんだ、 「かわ

いいもんだねえ」ととても良い笑顔で話して

くれた。（写真と文・海老原美夫＝浦和市） 

7 



吉見百穴周辺探鳥会 

期日： 2月 5 日（日） 

集合】午前 9時30分 東武バス停百穴入口前

交通：東武東上線東松山駅東口8:58発、ま

たは高崎線鴻巣駅東口 8 : 50発のバス。 

（詳しくは 1月号をご覧ください。） 

L豊思恵：量藍費費熊l」 
期日： 2月 5 日（日） 

集合】午前 8時 45 分 東北本線蓮田駅東口

交通】東北本線大宮 8 】 31発→蓮田8:42着 

（詳しくは 1月号をご覧ください。） 

ーl 
	 』 

期日 2月 11 日（土・祝） 

集合 午前 9 時10分 西武球場前駅前 

交通 武蔵野線南浦和 7 : 58 発→新秋津8: 

20 着、徒歩 7 分、西武池袋線秋津8: 

39 発→西所沢 8 : 48 着、西武狭山線乗

り換え 8 : 57発→西武球場前 9 : 02 着 

解散：午後 2 時ごろ 

後援：埼玉県（第43回愛鳥週間「全国野鳥保

護のつどい」 キャンペーン行事） 

ク 

コ多 

野鳥や自然の好きな方、どなたでも歓迎。 

探鳥会に参加される場合、持ち物は、筆記

用具、雨具、昼食、ゴミ袋、もしあれば双眼

鏡など。参加費は、一般= 100 円、会員及び

中学生以下=50円。受付は探鳥会当日です。 

特別な場合を除いて予約申込みの必要はあり

ません。小雨決行です。 

夢中になりすぎて、鳥を驚かしたり、植物

を荒らしたりしないように。タバコの吸い殻

やゴミを散らかすなんて事はもってのほか。 

いつもフィールドマナーをお忘れなく。 

身支度ができたら、さあ出発！ 

担当】海老原美夫、福井恒人、藤原寛治、黒

田佳子、杉本秀樹 

見どころ】力ンムリカイツブリならここです

よ。湖面を渡る風は冷たいけど、大満

足の探鳥地。 

護薫・丸山公園探鳥会 1 
期日： 2 月 11日（土・祝） 

集合】午前 8時20分 高崎線上尾駅西口 

または午前 9 時 丸山公園北駐車場 

（上尾駅 場合、その後バス利用） 

交通】高崎線大宮 7 】 59発→上尾 8:08着 

／高崎線熊谷7:47発→上尾 8 】 17着

解散：午後 1時ごろ 

担当：乗田実、森本園夫、赤瀬征雄、大橋義

男 

見どころ】広い園内でのんびり探鳥。冬枯れ

の芦原から何か飛び出さないかな。 

rご零ごプ＝答ご 篇篇苫な一1 
鷺鷺真に 大麻生定例探鳥会』 

期日： 2 月 12 日（日） 

集合：午前 9時30分 秩父鉄道大麻生駅前

交通：秩父鉄道熊谷 9 】 04 発→大麻生9:12 

着／ 秩父鉄道寄居 9:01発→大麻生 

9 】 19着 

解散：午後1時ごろ 

担当】諏訪隆久、鈴木忠雄、榎本秀和、林滋、 

岡安征也、町田好一郎 

見どころ】冬空にユリカモメの白映えて。鳥

ばかりでなく、冬越しする植物や昆虫

の姿も観察してみましょう。 
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r蘇uT1. 	藻罵苓1 
期日： 2 月19日（日） 

集合：午前 8 時15分 北浦和駅東口 または 

午前 9時 浦和市立郷土博物館前 

（北浦和駅の場合、その後バス利用） 

解散：午後 1時ごろ 

後援：浦和市立郷土博物館 

担当：楠見邦博、福井恒人、渡辺周司、乗田

実、手塚正義 

見どころ】力ラ類の混群は忙しそう。静かな

林の奥で、みんな今日も元気です。 

蕪罵蕪苦蕪罵〕 
期日】2 月19日（日） 

集合：午前 9時 本庄駅北口 

（その後現地までバス利用） 

交通：高崎線大宮7:44発 →本庄8:49着 

解散：午後 1時ごろ 

担当：北川慎一、林滋、町田好一郎、小測健 

二、萩原正二 

見どころ：そろそろ何かが現われそうな頃。 

今度こそビッグな出会いが待っている。 

iと豆三i 点と ij笠a) 
期日： 2 月25日（土） 午後 1時～ 3 時ごろ 

会場】支部事務局（浦和駅西口を出て左側、 

三菱信託銀行と日建ハウスの間を入っ

て進み、信号ひとつ渡ってY字路の右、 

茶色 5 階建マンションのI階＝二徒歩約 

5 分＝ニ住所は12ページ下欄のとおり） 

案内：ピッカピカの新事務局は会員交流の拠

点です。会員の輪は袋づめの会から。 

落墓薫芝57..鷺罵］ 
期日】2 月25日（土） 午後 3時ごろ～ 5時

会場】『しらこばと』袋づめの会と同じ

案内：おやっ食べ食べ、スライドで探鳥。 

羅蕪蕪憂襲藍」1 
期日： 2 月26日（日） 

集合：午前10時 森林公園南口 

交通：東武東上線川越 9:10発→森林公園 9 

: 33 着、東武バス乗り換え、森林公園 

南口行き 9 : 42 分→南口 9.: 52 着／

東武東上線寄居 8:52発→森林公園 9 

: 23 着、以下同上バス利用 

解散：午後 1時ごろ 

費用】入園料 350 円（子供 80 円）は各自負担

担当】諏訪隆久、渡辺敦、榎本秀和 

見どころ：ひときわ華やかな、あの力モもい

る力モ。沼から沼、林から林をたどっ

てそっとウオッチング。 

ミ範薫鷺蕪蕪蕪蕉I 
期日： 2 月26日（日） 

集合】午前 9 時30分 さぎ山記念公園駐車場

交通：大宮駅東口 7番バス乗場（高島屋向い 

側）から中野田引返場行き 8 : 40 発→ 

上野田下車／ 浦和駅西口 1番バス乗

場からさぎ山記念公園行き 8 : 55 発→ 

終点下車 

解散：午後 1時ごろ 

担当：松井昭吾、森本園夫、金子真理 

見どころ】かつての 「野田の鷺山」の地。ノ

スリ君と一緒に郊外の野鳥を探します。 

軽井沢探鳥会 I 

期日： 3 月 5 日（日） 

集合】午前 6 時30分 大宮駅中央改札口前

交通：高崎線大宮 6:42発普通電車に乗車、 

高崎で特急に乗り換え、中軽井沢下車。 

途中駅からの乗車も可。大宮7 :22 発 

特急あさま 1号利用も可。 

費用：タクシーに分乗しますので、タクシー 

代若干をご負担願います。 

解散：現地にて午後 3時ごろ

担当】福井恒人、楠見邦博、草間和子、横山 

みどり 

見どころ：レンジャクさんよろしくね。防寒

と足ごしらえはしっかりと。 

3月 11日 （土） 神奈川県・城ケ島探鳥会

3月 12 日 （日） 熊谷市・大麻生探鳥会 

同 日 荒川村・日野渓谷探鳥会

3月 19 日 （日） 浦和市・三室地区探鳥会

3月 21日 （祝） 秩父市・羊山公園探鳥会

3月 26 日 （日） 坂戸市・高麗川探鳥会 

タクシー 
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11月26日（土）『しらこばと』袋づめの会

がんばってくれた人 岩波勇一、海老原教子、 

海老原美夫、楠見文子、小山啓子、小山則雄、 

登坂久雄、藤野富代、森本園夫、吉田ニ三子、 

渡辺 敦、渡辺孝章、(12人）昨年 3 月から21 

回続いたコミュニティーセンターでの袋づめ

の会はこれで終り、次回からは新しい事務所

で。これからも、どうぞよろしく。 

竹月26日（土） 写真クラブ定例会 

集まった人  14人 作品発表した人  5人 

シベリァ、小笠原諸島などのすばらしい写

真から、身近な野鳥、昆虫、草花などまで、 

今回も見ごたえがあった。 

キセキレイ（海老原美夫・浦和市） 

11月27日（日） 坂戸市 高麗川

囚 57人 国晴園 カィッブリ ゴイ

サギ ダイサギ コサギ カルガモ マガモ

ハイタカ コジュケイ バン イカルチドリ

クサシギ イソシギ キジバト ヤマセミ

カワセミ キセキレイ ハクセキレイ セグ

ロセキレイ ヒョドリ モズ ジョウビタキ

ッグミ ウグイス シジュウカラ メジロ

ホオジロ カシラダカ アオジ カワラヒワ

イカル シメ スズメ ムク ドリ カケス

オナガ ハシボソガラス ハシブトガラス 

(37種）周囲の林は、紅葉の真っ盛り。天気

はいいし、参加者は大勢と、雰囲気の盛り上

がった所でのスタート。早々にカワセミが何

度も出現する。途中、梢に止まるイカル数羽

を見ていると、眼前をヤマセミが横切り、上

空ではハイタカがソワリング。鳥合わせ中に

もヤマセミが木に止まり全員が見られた。 

12月 4 日（日） 本庄市 阪東大橋

囚 42人国 晴 園 カィッブリ カン

ムリカイッブリ ダイサギ コサギ アオサ

ギ マガモ カルガモ コガモ オカョシガ

モ ヒドリガモ オナガガモ ハシビロガモ

カワアイサ トビ チョウゲンボウ コチド

リ イカルチドリ ハマシギ キジバト カ

ワセミ ヒバリ ハクセキレイ セグロセキ

レイ タヒバリ ヒョ ドリ モズ ジョウビ

タキ ッグミ ウグイス セッカ ホオジロ

カワラヒワ スズメ ムクドリ ハシボソガ

ラス ハシブトガラス （36種）ポカポカ陽気

の中、カモをじっくり観察。 カンムリカイツ

ブリやカワアイサ、オカョシガモなどの姿も。 

林幹事のサービスの豚汁で体を暖めながら、 

望遠鏡を覗いた。どうも有難うございました。 

解散後は、有志で上流を探検。ハイイロチュ

ウヒ雌タイプを目のあたりにした。 

12月11日（日） 熊谷市 大麻生

囚 31人 国 晴園 カィッブリ ダイ

サギ コサギ アオサギ コハクチョウ マ

ガモ カルガモ イカルチドリ シロチドリ

ハマシギ イソシギ ュリカモメ セグロカ 

レイ ハクセキレイ セグロセキレイ タヒ

ノぐリ ヒョドリ モズ ジョウビタキ ッグ

ミ ウグイス シジュウカラ メジロ ホオ

ジロ カシラダカ アオジ カワラヒワ シ 

がんばってくれた人 

集まった人 

モメ キジノぐト カワセミ ヒバリ キセキキジバト カワセミ ヒバリ キセキ 
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メ スズメ ムクドリ カケス オナガ 

シボソガラス ハシブトガラス（38種）小春

日和の中、野鳥の森、大麻生河原から広瀬河

原まで新しいコースを歩いた。野鳥の森でア

カハラらしい声を聞いたが確認できない。し

かし、冬鳥はほぼ全部そろい、大麻生では珍

しいセグロカモメまでが飛来した。 なんとい

ってもメインディッシュは鳥合わせの時に舞

ったコハクチョウだった。 

12月11日（日）北川辺町 渡良瀬遊水池

囚 21人 口 晴 圏カィッブリ カン

ムリカイッブリ カワウ ダイサギ コサギ

アオサギ マガモ カルガモ コガモ オナ

ガガモ ホシハジロ ミコアイサ カワアイ

サ トビ ノスリ ハイイロチュウヒ チュ

ウヒ チョウゲンボウ ユリカモメ シラコ

バト キジバト ヒバリ ハクセキレイ セ

グロセキレイ タヒバリ ヒョ ドリ モズ

ジョウビタキ ッグミ セッカ ホオジロ

オオジュリン カワラヒワ スズメ ムクド

リ オナガ ハシボソガラス ハシブトガラ

ス（38種）やっぱり、渡良瀬は猛禽の里。 5 

種のワシ・タカが、代わる代わる飛行姿、立

ち姿、上面、下面をおしみなく披露してくれ、 

良い勉強になった。カワウの黒首、カンムリ

カイッブリの白首、その林立ももうーつの見

ものだった。 

12月18日（日） 浦和市 三室地区

囚 48人 国晴囲コサギ カルガモ

コガモ オナガガモ コチドリ イカルチド

リ タゲリ ハマシギ タカブシギ イソシ

ギ タシギ ユリカモメ キジバト コゲラ

ヒバリ キセキレイ ハクセキレイ セグロ

セキレイ タヒバリ ヒョ ドリ モズ ジョ

ウビタキ ツグミ ウグイス シジュウカラ

メジロ ホオジロ アオジ カワラヒワ シ

メ スズメ ムク ドリ オナガ ハシポソガ

ラス ハシブトガラス（35種）今年は寒いせ

いかタゲリが出現。ハマシギは朝の下見では 

30羽位居たが、本番では 5 羽ばかりで少し物

足りなかった。しかし、好天でコガモの雄の

模様がきれいに見えて感激。林ではアオジ、 

ウグィス コゲラがよく見えた。 

12月18日（日） 滑川町 森林公園

囚 54人 国 晴 園カィッブリ ダイ

サギ コサギ アオサギ オシドリ マガモ

カルガモ コガモ ヒドリガモ オナガガモ

ホシハジロ キソクロハジロ オオタカ チ

ョウゲンボウ コジュケイ キジバト カワ

セミ コゲラ キセキレイ ハクセキレイ

セグロセキレイ ビンズイ ヒョドリ カヤ

クグリ ジョウビタキ アカハラ シロハラ

ッグミ ウグイス キクイタダキ ェナガ

シジニェウカラ メジロ ホオジロ カシラダ

カ アオジ カワラヒワ スズメ ムクドリ

ハシボソガラス ハシブトガラス （41種）あ

まりの参加者の多さにリーダーは大慌て。二

つのグループの編成でスタート。初心者グル

プはカモの識別を勉強し、何度かカラの混

群にも出会い、ベテランのグループは、カヤ

クグリやカモを狙うオオタカを観察した。 

12月24日（土） 『しらこばと』袋づめの会

がんばってくれた人 石井純子、岩波勇一、 

榎本秀和、海老原教子、海老原美夫、北川慎 

ー、草間和子、佐藤晶人、諏訪隆久、林滋、 

藤野富代 吉田二三子、渡辺孝章（13人） 

12月24日（土） 写真クラブ定例会

集まった人  15人作品発表した人  8人

今回も傑作・自信作・自信ない作や失敗作

に時々すばらしい作品、いろいろとりまぜて、 

すっかり楽しんだ。気兼ねなく自分たちの事

務所でできる会は最高。 

カワセミ、町田好ー郎・本圧市） 

がんばってくれた人 

集まった人 
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しらこばと 昭和63年8月 2 日第 3種郵便物認可 

新しい事務所ができて張り切っている我が

埼玉県支部は、役員・リーダー・事務局など、 

全員ボランティアの協力で成り立っています。 

支部活動から収入を得ている人は 1人もいま

せん。会費・探鳥会参加費・寄付金などは、 

すべて自然保護のための支部活動につかわれ

ます。ボランティアたちは、交通費など自弁

でがんばっています。 

ボランティアなんだから、足りない点もご

勘弁をと言い訳けを言うわけではなく、善意

の集まりだけが、参加者 1, 000人近くの我が

支部を支えているのだということを、ちょっ

と自慢させてもらいたいのです。 

1人でかつげば重いけど、みんなでかつげ

ば重くない。 

どうぞあなたのお力添えもお願いします。 

会 処理の関係を甲心に．した本部からのア

ンケートに対し、全国72支部の内58支部が回

答した結果がまとまりました。 

①新会員制度導入による事務量は、 

楽になった 	埼玉県支部を含めて31支部 

以前と変わらない 	13支部 

以前より負担 	3 支部 

②会費切れの退会扱いは、 

2--3か月後 	埼玉県支部を含めて18支部 

4 '-12か月後 	11支部 

1年後・・110支部 

2~3年後 	5 支部 

③支部報の発行は、 

毎月で年12回…埼玉県支部を含めて20支部 

年 6回以下 	31支部 

などです。いろいろあるものですね。  

和子ーカ テン・スリッバ・台所用品など、 

菅根正夫 500 円、匿名ニ＝コーヒーセットなど、 

年末パーティー 2次会組 10, 750 円、藤野富代

一折りたたみテーブル 5 脚・カーテン・台所

用品など、 森野洋一郎 2, 170 円、渡辺敦 

1, 000 円。 

●次の方からは支部賛助会費（通常の会費と

の差額分 8, 000 円）をいただきました。 

諏訪隆久。 （いずれも50音順、敬称略） 

1月20日現在 94b 人です。 

12月 1 日 本部総務部と事務連絡（事務局）。 

12月 9 日 役員会報告と普及部だよりを役員

とリーダーに発送（事務局）。 

12月科日 県庁自然保護課で保護のつどい関

係打合わせ（海老原）。 

12月ワ日 役員会議（司会：渡辺周司、全国

評議員会について、その他）。 

12月 19日 1月号校正（大武、西城戸、森本）。 

12月19日 事業部年末事務処理など（草間）。 

墓気黒 
私は、原稿はできるだけマメに書くように

している。 「毎日少しづっ」 と一人言しなが

らワープロに向かうのだが、その口癖がテレ

ビCMに似ているというので、妻は私の原稿

執筆を「ョーメィ酒仕事」 と呼ぶようになっ

た。 

そのココロは「毎日少しづっ、いっの間に

か健康（原稿）になっている五 

（榎本秀和） 

平成元年 2 月1日発行 

ありがとうこざいます 

O次の方々からご寄付をいただきました。 

大武昭雄 1, 045 円、岡安征也＝＝時計、草間 
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